
JP 2010-22691 A 2010.2.4

10

(57)【要約】
【課題】内視鏡操作部からのオーバーハング量が短くな
り、内視鏡の良好な操作性を確保できるようにする。
【解決手段】内視鏡操作部１０Ｃの内視鏡軸Ｊから垂直
方向に突出するように配置された光源ボックス１４にお
いて、ハロゲンランプ１９を収納する光源部１６と、電
池２１を収納する電池部１７とを、ハロゲンランプ１９
の光軸Ｘ1と電池２１の中心軸Ｘ2とが平行となる状態で
配置する。また、この電池部１７は、連結リング２３に
よって光源部１６の外周を回転するように取り付けられ
、この電池部１６の回転によって、可動電極ピン３５ａ
，３５ｂが電極３１，３２に接触することで、スイッチ
がオンし、ハロゲンランプ１９が点灯する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡操作部から所定方向へ突出するように配置され、光源と電池が搭載される内視鏡
用光源ボックスにおいて、
　上記光源の光軸と上記電池の中心軸とが平行となる状態で、これら光源及び電池を横並
びに配置することを特徴とする内視鏡用光源ボックス。
【請求項２】
　上記光源を収納する光源部と、上記電池を収納する電池部とに分離し、この電池部を上
記光源部に対し回転可能に取り付け、
　上記電池部の回転によって機能スイッチのオン、オフを実行することを特徴とする請求
項１記載の内視鏡用光源ボックス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は内視鏡用光源ボックス、特に携帯用内視鏡等の操作部から突出して設けられ、
照明用光源と電源電池を収納する光源ボックスの構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡装置は、内視鏡（スコープ）の先端部から被観察体へ照明光を照射し、この照明
された被観察体を光学的に、又は固体撮像素子等を用いて電子的に観察するものである。
一方、近年では、設備の整った施設以外の各種場所での使用、ベッドサイドでの使用、緊
急時の使用等を可能にするため、内視鏡装置の携帯化が進められており、この携帯用内視
鏡等では、内視鏡の操作部に設けられたボックスに、ハロゲンランプ等の光源と電池を配
置することが行われる。
【０００３】
　図６には、従来の携帯用内視鏡の構成が示されており、図示されるように、内視鏡は、
先端部１Ａ、湾曲部及び軟性部１Ｂ、操作部１Ｃからなる。この操作部１Ｃには、鉗子口
２や接眼部（対物光学系）３が設けられると共に、内視鏡軸方向に対し垂直方向に、光源
ボックス４が取り付けられている。
【０００４】
　この光源ボックス４の内部には、光源であるハロゲンランプ５が収納されると共に、電
源である電池６が収納され、また後側に、回転スイッチ７が配置されており、この回転ス
イッチ７の回転操作によって、電池６によりハロゲンランプ５を点灯させることができる
。更に、これらハロゲンランプ５及び電池６は、ボックス４の一部を取り外して必要に応
じて交換できるように構成される。
【特許文献１】特開２０００－１３１６２３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、従来の携帯用内視鏡では、図６に示されるように、ハロゲンランプ５及
び電池６が収納される光源ボックス４が操作部１Ｃの内視鏡軸方向から垂直方向に突出し
て設けられており、このオーバーハング量（突出量）Ｌが長いと、この光源ボックス４が
術者の内視鏡操作を阻害するという問題がある。即ち、術者は、操作部１Ｃの鉗子口２と
光源ボックス４との間の部分を片手で持ちながら操作することになるが、光源ボックス４
が長いと、術者の腕等に当たったり、内視鏡軸Ｊ中心の回転モーメントが大きくなったり
することで、操作性が悪くなる。特に、光源としてのハロゲンランプ５は長さがあり、電
池６と合わせると、全体のオーバーハング量Ｌが著しく長くなるため、操作性に与える影
響が大きくなる。
【０００６】
　また、上記特許文献１には、光源を収納した部分に対し、バッテリハウスを垂直方向（
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内視鏡軸方向）に設け、バッテリ式光源の全体をＴ字状に形成するものが示されている。
しかし、この場合は、操作部からの突出量を抑制することはできるが、光源収納部分の幅
方向（内視鏡軸方向）に張り出す分だけ、操作時の手や腕を配置するための領域が狭くな
ってしまう。
【０００７】
　本発明は上記問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、内視鏡操作部からのオ
ーバーハング量が短くなり、内視鏡の良好な操作性を確保することができる内視鏡用光源
ボックスを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、請求項１の発明は、内視鏡操作部から所定方向へ突出する
ように配置され、光源と電池が搭載される内視鏡用光源ボックスにおいて、上記光源の光
軸と上記電池の中心軸とが平行となる状態で、これら光源及び電池を横並びに配置するこ
とを特徴とする。
　請求項２の発明は、上記光源を収納する光源部と、上記電池を収納する電池部とに分離
し、この電池部を上記光源部に対し回転可能に取り付け、上記電池部の回転によって機能
スイッチ（光源点灯スイッチ、電源投入スイッチ等）のオン、オフを実行することを特徴
とする。
【０００９】
　上記構成によれば、ハロゲンランプ等の光源を収納する光源部と電池を収納する電池部
が長手方向を揃えた状態で横並びに配置され、この状態で一体に構成されるので、内視鏡
操作部からのオーバーハング量が短くなり、その横方向（内視鏡軸方向）への張出しも小
さいので、従来に比較して、内視鏡の操作性が良好になる。
【００１０】
　また、請求項２の構成では、上記電池部が光源部に対して例えばメガネ縁状の連結リン
グによって回転可能に取り付けられ、この電池部を光源部の外周において所定方向に回転
させると、機能スイッチ（光源スイッチ）がオンし、反対の方向に電池部を回転させると
、機能スイッチがオフする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の内視鏡用光源ボックスによれば、内視鏡操作部からのオーバーハング量が短く
なり、またボックスの幅方向（内視鏡軸方向）の張出し量も小さくなり、内視鏡の良好な
操作性を確保することができるという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　図１乃至図５には、実施例に係る内視鏡用光源ボックスの構成が示されており、図１は
、光源ボックス１４の断面、図２は、光源ボックス１４を配置した内視鏡操作部を示した
ものである。実施例の内視鏡は、図６の場合と同様であり、図２に示されるように、内視
鏡操作部１０Ｃに接眼部３を有し、光源ボックス１４は、内視鏡操作部１０Ｃの側面に取
付け固定するための取付け部１５を有し、この取付け部１５によって、操作部１０Ｃの側
面から内視鏡軸Ｊに対し垂直方向に突出するように配置される。そして、この光源ボック
ス１４は、平行に並べて配置された、共に円柱体状の光源部１６と電池部１７から構成さ
れる。
【００１３】
　図１に示されるように、光源部１６は、出射光軸Ｘ1方向に長くなるハロゲンランプ（
その他のランプ、ＬＥＤでもよい）１９を収納するため、それに応じた長さの円柱体とさ
れる。一方、電池部１７は、その円柱体の中心軸に電池の中心軸（正負電極を結ぶ軸）Ｘ
2が一致するように電池２１を収納しており、この電池２１の長さに対応した長さの円柱
体とされ、この電池部１７は、光源部１６に対し所定の角度だけ回転するように構成され
る。即ち、これらは、メガネ縁形状の連結リング（二連リング）２３にて連結されており
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、この連結リング２３の一方に、電池部１７のケース体が固定され、他方に光源部１６の
ケース体が所定角度を回転可能に取り付けられる。
【００１４】
　上記光源部１６では、ハロゲンランプ１９が交換できるように蓋２４が配置されており
、この蓋２４は、雄ネジ部と雌ネジ部から構成される螺合結合式によって光源部１６のケ
ース体に着脱自在に取り付けられる。また、電池部１７でも、電池２１が交換できるよう
に蓋２５が配置されており、この蓋２５も雄ネジ部と雌ネジ部によって電池部１７のケー
ス体に着脱自在に取り付けられる。更に、上記蓋２４の取付け部分にＯリング２８、蓋２
５の取付け部分にＯリング２９が設けられ、これらによって、蓋２４，２５の接続部分の
水密状態が確保されている。
【００１５】
　図３は、光源部１６の内部を透視した状態の光源ボックス全体、図４及び図５は、ハロ
ゲンランプ及びこれに接続される機能スイッチ用電極の構成を示しており、実施例では、
図３に示されるように、ハロゲンランプ１９の固定用部材３０、ハロゲンランプ１９の一
方の電極ピン１９ａに接続されるスイッチ用電極（例えば正側）３１、他方の電極ピン１
９ｂに接続されるスイッチ用電極（例えば負側）３２、これら電極３１と３２を電気的に
分離するための絶縁板３３及び電極固定用部材３４が配置される。
【００１６】
　そして、上記固定用部材３０にハロゲンランプ１９を固定し、このランプ１９の電極ピ
ン１９ａ，１９ｂの間に絶縁板３３を介挿しながら、電極ピン１９ａに電極３１を接続し
、電極ピン１９ｂに電極３２を接続し、その後、これら電極３１，３２を電極固定用部材
３４で固定することにより、図３及び図５のように、光源部１６が組み立てられる。この
場合、各電極３１，３２の外側面３１Ｆ，３２Ｆが後述するスイッチ用可動電極ピン（３
５ａ，３５ｂ）の接触位置となる。
【００１７】
　一方、図１に示されるように、上記連結リング２３の中央連結部に、例えばバネ部材に
よって進退可能に可動電極ピン３５ａ，３５ｂが設けられ、この可動電極ピン３５ａ，３
５ｂは、光源部１６のケース体に設けられた開口１６Ｇを通って上記電極３１，３２の外
側面３１Ｆ，３２Ｆに接触するように構成される。また、電池部１７内には、電池２１の
正（＋）電極に接触する接片３６及び負（－）電極に接触するバネ接片３７が設けられて
おり、この接片３６が可動電極ピン３５ａ、バネ接片３７が可動電極ピン３５ｂに電気的
に接続される。
【００１８】
　即ち、実施例の機能スイッチは、連結リング２３に固定された電池部１７が光源部１６
の外周を回動するとき、可動電極ピン３５ａ，３５ｂも一緒に回動し、電極３１，３２に
接触／非接触することで、スイッチ動作を行うことになる。更に、上記光源部１６のケー
ス体には、可動電極ピン３５ａ，３５ｂを配置するための開口１６Ｇに対する水密対策の
ため、この開口１６Ｇの両側で連結リング２３との接触位置に、Ｏリング４０，４１が設
けられる。
【００１９】
　実施例は以上の構成からなり、光源ボックス１４では、図２及び図３に示される状態が
オフ（ＯＦＦ）時であり、この状態から電池部１７を光源部１６の周りで反時計方向に所
定の角度だけ回転させると、図３の状態から可動電極ピン３５ａ，３５ｂも回転し、図５
に示されるように、この可動電極ピン３５ａ，３５ｂがそれぞれの電極３１（３１Ｆ），
３２（３２Ｆ）に接触することにより、オン（ＯＮ）状態となり、ハロゲンランプ１９が
点灯する。
【００２０】
　このような実施例によれば、光源ボックス１４は内視鏡軸Ｊに対し垂直に配置されるが
、光源部１６の光軸Ｘ1と電池部１７の中心軸Ｘ2とが平行となり、両者が横並びに配置さ
れるので、内視鏡操作部１０Ｃからのオーバーハング量（Ｌ）が短くなり、コンパクトな
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【００２１】
　また、蓋２４，２５の部分は、Ｏリング２８，２９により、そして開口Ｇの部分は、Ｏ
リング４０，４１により、水密状態が維持されており、内視鏡の洗浄、消毒の際には、光
源ボックス１４の内部に対する漏水等が防止される。
【００２２】
　上記実施例では、光源としてハロゲンランプ１９を用いる場合を説明したが、このハロ
ゲンランプ１９以外のＬＥＤ（発光ダイオード）等の光源を用いることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の実施例に係る内視鏡用光源ボックスの構成を示す断面図である。
【図２】実施例の光源ボックスを取り付けた内視鏡操作部の構成を示す斜視図である。
【図３】実施例の光源ボックスの全体の構成を光源部の内部を現した状態で示す斜視図で
ある。
【図４】実施例の光源部の光源及びスイッチ用電極の構成を示す斜視図である。
【図５】実施例の光源部の光源及びスイッチ用電極を組み立てたときの構成を示す斜視図
である。
【図６】従来の内視鏡の全体構成を示す斜視図である。
【符号の説明】
【００２４】
　１Ｃ，１０Ｃ…内視鏡操作部、４，１４…光源ボックス、
　５，１９…ハロゲンランプ、　６，２１…電池、
　１６…光源部、　　　　　　　１７…電池部、
　２３…連結リング、　　　　　２４，２５…蓋、
　３１，３２…スイッチ用電極、
　３５ａ，３５ｂ…スイッチ用可動電極ピン、
　２８，２９，４０，４１…Ｏリング。
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